
令和７年度　社会福祉法人南砺市社会福祉協議会　事業報告

　世界は、依然として主要国間の対立と協調が交錯する不安定な局面が続いており、ウクライナ

や中東での紛争は国際社会に大きな影を落としています。これに加えて、気候変動による災害リ

スクが高まり、各国が大規模災害に見舞われることで、エネルギー供給や食料価格への影響も拡

大しています。また、ＡＩの急速な普及により、特に若年層においてＳＮＳの影響力が増大して

います。国内では、物価高が続く中で賃上げの動きが進み、経済の回復が図られている一方、人

口減少による深刻な人手不足が課題となっています。この不足を補うため、ＡＩの活用やロボッ

ト導入、外国人材の受け入れが拡大しています。社会全体ではデジタル化が進展し、行政サービ

スや教育分野でのＤＸ化が加速する一方で、高齢者を中心としたデジタル弱者への支援が求めら

れています。

　さて、地域福祉推進部門では、アフターコロナにおけるボランティア活動の広がりを目的に、

７年ぶりにボランティアフェスティバルを開催しました。活動者が集い新たなつながりが生まれ

たことはお互いの励みと次への活力となりました。

　有事に活きる支えあうコミュニティづくりを促進するため、令和７年度から３年間、新規のサ

ロン団体を対象に上乗せ助成をするとしたところ、地域づくり協議会の働きかけもあり新たに３

か所で立ち上がりました。

　生活支援コーディネーターの活動強化として、一つひとつの個別相談に向き合い丁寧な対応を

心がけてきました。生活困窮世帯や孤立世帯への対応が増えた実感があり、ますます多機関との

連携が必要な状況です。

　このように取り組む中、第４次地域福祉活動計画（５か年）は３年が経過し、２月に中間評価

のため推進連絡会議を開催しました。各方面からの委員の意見は、第４次計画後半の推進と第５

次計画の策定に十分に反映していきます。

　福祉センター運営部門では、昨年に続き福野、福光の老人福祉センターで「お客様感謝DAY」

を開催しました。当日の催しでは市内で活躍されているボランティアの方々が無償で生演奏と寸

劇を披露して会場を盛り上げていただきました。

　福野老人福祉センターでは、福野小学校の６年生が施設利用者との交流をきっかけに、児童の

発案で施設の役割や利用を促すポスターを作成されました。これを商業施設や地域づくり協議会

等へ配布したことが利用者の増加に繋がったと思われます。

　福光老人福祉センターでは、施設利用者の増加を目的に温泉紹介雑誌のキャンペーンに参画し

ました。これによる集客効果で利用者が大幅に増加しました。

　井波社会福祉センターでは、以前から利用者の要望があった大型スクリーンを購入しました。

また、井口社会福祉センターでは、施設の非常階段の塗装の劣化による補修を行いました。これ

らにより、施設利用者の満足と施設の安全・安心に努めております。

　介護保険等サービス部門では、５年間の南砺市指定管理協定の２年目になります。在宅介護

ホームヘルプ事業では、前年に比べ介護度の高い利用者は増加しましたが、利用者総数は減じ、

減収となりました。また、今年度新規に南砺市の子育て世帯訪問事業業務が加わりました。この

為、今後の事業利用者の増加で職員の負担増加が見込まれ、この対応が課題となります。次にデ

イサービス運営事業では、平、上平、利賀の３デイサービスセンターの利用者数と利用者の介護

度が上がった為、増収となりました。

　上記の施設運営においては、施設管理経費の上昇が激しく、運営に対して増々厳しい状況が続

きます。このため、これからも施設の運営に対し、行政の支援の継続と市民の皆さまには、なお

一層のご理解ご協力を賜り、利用者の満足向上に努めてまいります。



１　法人運営部門
　１　法人運営事業
（１）本所、サテライトの運営管理

事務所の管理運営及び社協活動車両7台の維持管理。

（２）理事会の開催
理事12名。業務執行上の事項及び当面する課題について協議。
回
1 1 令和6年度事業報告について

2 令和6年度収支決算について

3 評議員候補者の選定について

4 令和7年度第1回評議員選任・解任委員会の招集について

5 次期役員候補者の選定について

6 令和7年度定時評議員会（第1回評議員会）の招集について

報告：会長及び常務理事の職務執行状況について（10～3月）

　　　法令による情報開示について

2 7 会長及び副会長の選定について

8 常務理事の承認について

9 評議員選任・解任委員の選任について

報告：評議員の選任について（評議員選任・解任委員会の結果報告）

3 10 南砺市子育て世帯訪問支援事業運営規程の制定について

11 育児・介護休業等に関する規則の一部改正について

12 給与規程の一部改正について

13 令和7年度補正予算（第1次）について

14 令和7年度第2回評議員会の招集について

報告：会長及び常務理事の職務執行状況について（4～9月）

4 15 評議員候補者の選定について

16 令和7年度第2回評議員選任・解任委員会の招集について

5 17 令和7年度補正予算（第2次）について

18 令和8年度事業計画（案）について

19 令和8年度収支予算（案）について

20 役員等賠償責任保険契約の締結について

21 令和7年度第3回評議員会の招集について

報告：第4次地域福祉活動計画の評価について

（３）評議員会の開催

評議員23名。業務執行上の重要事項について審議、決定。

回

定時 1 令和6年度事業報告

1 2 令和6年度収支決算

3 次期役員の選任について

報告：法令による情報開示

2 4 令和7年度補正予算（第1次）

協議：令和8年度　予算・事業計画について

3 5 令和7年度補正予算（第2次）

6 令和8年度事業計画（案）

7 令和8年度収支予算（案）

報告：第4次地域福祉活動計画の評価について

 3月13日

開催日 議　　案

 6月3日

12月10日

1月13日

 6月19日

開催日 議　　案

 6月18日

12月17日

 3月19日



（４）評議員選任・解任委員会の開催
委員3名。理事会の推薦を受けて評議員の選任について審議、決定。

回

1 評議員の選任について

2 評議員の選任について

（５）監査会の開催
監事3名。運営管理、事業の執行状況及び財産の状況についての監査を実施。

回

1 令和6年度決算監査

2 4～6月分、固定資産・施設の現地監査（さつき荘、福光温泉等）

3 7～9月分、固定資産・施設の現地監査（つつじ荘）

4 10～12月分、固定資産・施設の現地監査（井波社会福祉センター）

（６）役員・評議員の一斉改選

（７）社会福祉法人地域公益活動推進事業
市内の8社会福祉法人が連携して、ふくし出前講座の開催やＤＸ（ＡＩ、ＩОＴ、クラウド
活用例について学ぶ）について研修会を実施した。

（８）南砺市社会福祉大会の開催
式典において、長年にわたり福祉活動に尽力された方を表彰した。

開催日

会　場 南砺市城端伝統芸能会館「じょうはな座」

被表彰者11名　福祉関係者・一般69名　　計80名

（９）表彰選考委員会の開催
9月11日　市社協会長表彰候補者の選考

（10）指定管理者業務に伴う事務の適正管理
五箇山ホームヘルプステーション及び平・上平・利賀デイサービスセンター、平生活支援
ハウス（指定管理期間：R6.4.1～R11.3.31）の指定管理者として管理運営した。

（11）職員研修体制の充実　

内部研修及び外部研修への参加により職員の資質向上を図った。

【内部研修】

＜介護職員対象＞

虐待防止委員会

目　的 虐待の防止及び早期発見への組織的対応を図る。

委員会 ①9月16日

研修会 8月　高齢者虐待防止について

3月　身体拘束等の排除のための取組について

※各事業所ごとに開催

感染症対策委員会

目　的 介護事業所における感染予防対策体制を確立し、適切かつ安全な支援提供を図る。

委員会 ①8月25日　　　②10月28日　　③3月11日　

研修会 12月　感染症対策

※各事業所ごとに開催

11月14日

参加者

10月30日

 1月29日

内　　容

 1月20日

開催日 内　　容

 5月20日

開催日

 7月29日

 6月5日



介護職員研修委員会

目　的 介護サービスの質の向上と安全なサービス提供を図る。

研修会 4月　倫理法令遵守・尊厳の保持 10月　プライバシー保護の取組

5月　雨天時の送迎時による事故防止 11月　事故発生または再発防止

6月　入浴介助 12月　感染症対策

7月　接遇・ハラスメント対策 1月　緊急時の対応

8月　高齢者虐待防止 2月　認知症および認知症ケア

9月　業務継続計画（BCP）・非常災害時の対応 3月　身体拘束等の排除のため

※各事業所ごとに開催      の取組

【外部研修】

＜総務･企画係主管＞

 4月22日 新任職員研修 3 名

 7月8日 社会福祉法人監事研修 1 名

 7月22日～23日 チームリーダー研修（キャリアパス対応） 1 名

 7月29日 社会福祉法人労務管理研修 1 名

  9月8日～9日 管理職員研修（キャリアパス対応） 1 名

 9月30日～10月1日 チームリーダー研修（キャリアパス対応） 2 名

 10月9日 社会福祉法人経理事務研修 1 名

10月29日 地域災害対応力強化研修 1 名

＜在宅福祉係＞

  4月30日 地域ケア合同研修会 南砺市 2 名

  6月25日 地域密着型通所サービス連絡研修会 南砺市 2 名

  9月25日 地域ケア合同研修会 南砺市 3 名

 11月14日 福祉サービス苦情解決研修会 県社協 1 名

 11月19日 砺波地区ブロック研修会 1 名

 11月20日 地域密着型通所サービス連絡研修会 南砺市 2 名

  3月13日 地域ケア合同研修会 南砺市 3 名

＜地域福祉係＞

 6月12日、26日 障害理解を深める基礎研修 2 名

 7月18日 ボランティアコーディネーター研修 1 名

 8月19日 生活支援コーディネーター養成研修 県厚生部 2 名

 9月9日 ケアネットチーム員・リーダー研修 県社協 2 名

 9月26日 ケアネット活動コーディネーター研修　 県社協 1 名

 9月24日 ボランティア全国フォーラム2025（オンライン） 2 名

 10月2日 災害支援に求められる情報発信力向上研修 1 名

10月30日～31日 地域包括ケアとコミュニティソーシャルワーク研修 県社協 2 名

（前期）　　 （後期日程： 12月11日～12日）

11月20日 地域共生社会実現のための他機関・多職種連携研修 3 名

 1月30日 地域福祉実践研究集会（オンライン参加含む） 県社協 14 名

 2月20日 富山県福祉教育セミナー 県社協 1 名

 3月19日 災害救援ボランティアシンポジウム 1 名

県福祉ｶﾚｯｼﾞ

県福祉ｶﾚｯｼﾞ

県福祉ｶﾚｯｼﾞ

県社協･経営協

県老施協

県社協･福祉ｶﾚｯｼﾞ

砺波圏域障害者
相談支援センター

県社協･経営協

県社協･福祉ｶﾚｯｼﾞ

全社協

県社協

県福祉ｶﾚｯｼﾞ

開催日 研修名 主催 参加者

県社協

県社協

県社協･経営協



＜福祉サービス係＞

7月15日 生活支援員基礎研修 県社協 2 名

11月20日～21日 家計改善支援事業従事者養成研修 全社協 1 名

11月13日 市町村社協専門員研修会 県社協 4 名

12月5日 生活支援員ステップアップ研修 県社協 2 名

12月16日 令和7年度成年後見制度利用促進研修会 県社協 1 名

（12）事業継続計画（ＢＣＰ）の見直し　

各係から1～2名ずつ選出した検討チームを設け、全体研修を行った。

7月31日 ＢＣＰ研修

参加者　職員35名（オンライン含む）

内容 事業継続計画について全職員で共有し、非常時の連絡体制や優先業務を

確認した。災害時の初動対応で必要なこと、取り組み可能な対応につい

て意見交換し、必要な備蓄品をリストアップした。

（13）実習指導者の育成、実習生の受入れ

・社会福祉士養成課程における相談援助実習

実 習 生： 東海医療科学専門学校 1名

実習期間： 令和8年1月13日～1月23日

（14）苦情解決体制

本会が行う事業に係る住民や利用者等からの苦情について、解決に向けて適切に対応するた

めの体制を整えた。

・事業所ごとに苦情解決責任者、苦情受付担当者を設置

・社会性や客観性を確保するため社協外の体制として第三者委員を3名委嘱

・苦情解決に必要な知識を学ぶため外部研修に参加

福祉サービス苦情解決研修会（事業所職員対象） 職員1名参加

（15）経営基盤の強化

住民や市内企業等へ社会福祉協議会会員加入及び会費納入を依頼し、地域福祉活動の資金と

して活用した。また、事業及び会費への理解が得られるよう、使途を広報等で周知した。

（16）主な修繕（10万円以上） なし

（17）固定資産取得支出（10万円以上）

事務用パソコン購入及び設定 円

モバイルパソコン、プロジェクター 円

ネットワーク機器2台 円

（18）更新及び取得した主な設備・備品（10万円未満） なし

（19）職員6名の人件費

317,350

　13台 2,316,600

301,400

特別会員
（個人）

件数 193件 189件 202件

金額 224,400円 225,200円 223,600円

一般会員
（市内全世帯）

件数 13,042件 12,778件 12,687件

賛助会員
（活動に賛同する法人）

件数 220件 193件 164件

金額 984,000円 839,000円 674,000円

R7年度

金額 5,223,545円 5,114,562円 5,075,866円

11月14日

R5年度 R6年度



　２　基金運営事業
（１）地域福祉振興積立金の管理

地域づくり協議会への助成や社会福祉事業の円滑かつ効果的な実施のための積立金取崩及び

事業収益の積立。

・社会福祉事業振興基金 100,000,000円

・地域福祉振興積立金

円 円 円 円

　３　退職手当積立事業
（１）全国社会福祉団体職員退職手当基金

・正規職員23名の加入

・退職手当給付金の支給（退職者3名）

R6年度末積立金額 R7年度積立て額 R7年度取崩し額 R7年度末積立金額

53,750,000 440,000 3,007,000 51,183,000



２　地域福祉推進部門

　４　地域総合福祉推進事業
（１）第４次南砺市地域福祉活動計画（３年目）の推進

①地区活動計画「地域での取り組み」の推進

生活支援コーディネーターが中心となり、地区福祉活動計画の進捗状況の確認と、地域にお

ける活動上の悩み等の対応に努めた。

また、なんと未来支援センター、南砺で暮らしません課と合同で全地区を訪問し、様々な取

り組みについて共有する場となった。

②活動計画の評価

「南砺市地域福祉活動計画推進連絡会」を開催し、３年間の取り組みに対する職員による自

己評価について、委員からの意見を求めた。

南砺市井波社会福祉センター

アドバイザー 富山福祉短期大学　教授　鷹西　恒 氏

推進連絡会委員　15名

1）3年間の取り組みと職員による評価の説明、地域の取り組みの紹介

2）委員からの意見、質疑応答

3）鷹西アドバイザーから講評

社協の取り組みの周知や理解を求める機会ともなり、各委員の所属等との今後のつ

ながりが期待できる。社協や地域が直面する課題について共有する場ともなり、特

に人材不足への対応として幼少期からの福祉教育の重要性を確認した。

（２）ケアネットセンター運営事業　

ケアネット活動を推進するため、ケアネット活動コーディネーター１名と地域担当のコミュ

ニティーソーシャルワーカーを配置。地域づくり協議会や関係機関との連携を密にしなが

ら、事業の普及啓発や支援を必要とする方の相談に対して、地域住民や専門職を交えたケー

ス会議を開催し、事業の推進を図った。

①ケアネット活動の普及啓発

②個別支援への対応

③ケアネット活動協力企業への登録依頼

開催日 2月24日

会　場

参加者

内　容

成　果

　訪問件数（実人数） 13人 8人

R5年度 R6年度

　相談受付者数 29人 36人

R5年度 R6年度

　新規サービスプログラム数 4件 2件 3件

R5年度 R6年度

　協力企業の登録数 44件 45件 46件

R7年度

R7年度

　地区や関係機関の会議での事業説明 27件 16件 19件

10人

　ケース会議開催（参加含む） 6件 3件 6件

R7年度

37人



（３）【改】ケアネット事業助成金の助成

要支援者に対する見守り支援活動費や活動者や住民を対象とした研修会等の経費として、１

地区250,000円を上限とし、地域づくり協議会へ総額6,650,000円を助成。

≪ケアネット活動実績≫

（４）ケアネット活動推進連絡会の開催

南砺市井波社会福祉センター

16名

地域福祉活動計画推進連絡会と合同で開催。

1）市内における事業の実施状況を説明

2）意見・講師からの講評

地域における見守り活動の現状を関係機関へ説明し状況を共有することができた。

また、活動に対する助言を受け、今後の活動につなげる機会となった。

（５）ケアネットチーム員研修の開催

南砺市井波社会福祉センター

50名　［内訳：地域42名　専門職8名］

2）講　評　 【講　師】　富山短期大学　健康福祉学科　  　教授　関　好博　氏

専門職と地域の支援者が一緒に課題を検討することができた。また、地域が行って

いる取り組みや専門職の支援内容について共有することができた。

（６）南砺市社会福祉大会（講演）の開催

南砺市城端伝統芸能会館「じょうはな座」

約80名

演題　「地域が支える・地域を支える ～ 災害ボランティアの視点から ～」

 講師　NPO法人にいがた災害ボランティアネットワーク　理事長　李　仁鉄　氏

災害時に誰一人取り残さない地域づくりのために、平時から顔の見えるつながり

や備えの重要性、地域住民の助け合いの大切さを学ぶことで、住民一人ひとり何

ができるのかについて考える機会となった。

（７）ふくし出前講座の開催

社協事業の紹介、福祉活動への協力を呼びかけるため社協職員による出前講座を実施した。

地域づくり協議会やサロン団体等にパンフレットを配布し、地域へ出向く機会が増えるよう

取り組んだ。

成　果

成　果

開催日 11月14日

会　場

参加者

内　容

R6年度 R7年度

開催日 11月7日

会　場

参加者

内　容 1）研修会（ケアネット活動実践演習）
　　　　　　北山田地区　「ゴミ出し支援の必要な世帯のケースについて」
　　　　　　【発表者】　北山田地域づくり協議会　福祉部会長　渡辺　豊　　氏
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域指導員　水口　美枝　氏

開催日 2月24日

会　場

参加者

内　容

成　果

36,251回

　ケアネットチーム数 187チーム 176チーム 160チーム

　ケアネットチーム員数 775人 1,013人 987人

R5年度

　支援対象者数 1,191人 1,161人 1,162人

　支援回数 40,265回 40,978回



災害と支え合い 11 回

日常生活自立支援 2 回

共同募金 0 回

（８）福祉車両貸出事業

市民から寄付を受けた福祉車両を貸し出し、車いすを日常的に利用される方の生活の利便性

と社会参加の促進を図った。

　 延べ利用回数　52回、　実利用者人数　23名、　目的：通院、一時帰宅、買物等

（９）地域の取り組みや市社協事業の情報発信

広報紙「なんとの福祉」隔月発行、ホームページ及びSNS（ブログ・インスタグラム）を更

新し、地域の取り組みや事業の紹介など広く福祉事業について周知した。

・ホームページ　更新回数　49回

・ブログ　更新回数　64回

・インスタグラム　更新回数　73回　フォロワー　281人

（１０）職員5名の人件費（ケアネット活動コーディネーター1名含む）

　５　地域福祉ネットワーク事業 【市受託事業】

（１）【拡】災害時支え合いマップづくり事業

災害時に住民同士の声掛けにより避難できるよう、避難行動要支援者名簿を活用した地域で

の支援体制づくりを進めた。

・地区研修会やイベント等で事業の周知、説明を行った件数　　　10件

（２）いのちのバトン事業

広報「なんとの福祉」に事業の紹介記事を掲載し、更新用の医療情報用紙を配布するととも

に、サロン等におけるふくし出前講座にて、いのちのバトンの設置や医療情報用紙の更新を

呼びかけた。また、要支援者に関わる専門職の会議等において、事業推進の必要性について

説明し、利用促進を図った。

（３）寄付食品の活用

団体、個人から受けた寄付食品を、生活困窮者等に提供した。また、地域の福祉活動や社協

の事業に活用した。

今年度新たに、井波社会福祉センター、サテライト、さつき荘、福光温泉に寄付食品用コン

テナボックスを設置し、地域の方や施設利用者からも食品寄付を募った。

・寄付受入れ件数　　27件（団体16件、個人11件）

・個人への食料支援件数　　65件（実人数26人）

（４）更新及び取得した主な設備・備品（10万円未満）

・住宅地図（R7版）

（５）固定資産取得支出（10万円以上）

・本所 寄付食品保管用冷蔵庫

（６）兼務職員の人件費

24,200円

121,000円

　更新地区数 - 1地区 5地区

R5年度 R6年度 R7年度

　新規実施地区数 1地区 6地区 2地区

講座内容 回数 合計

13 回



　６　総合相談所運営事業 【市受託事業】

（１）ふくし総合相談センターの設置

市民の相談を総合的に受ける窓口を本所、サテライトに設置し、職員が随時相談に応じた。

相談者に寄り添いながら関わりを継続したり、必要に応じて専門機関へつなぐなど、相談内

容の解決に向けて対応した。

・相談カレンダーの全戸配布　年2回

（ R6年度 111件 ）

（２）心配ごと相談・法律相談・相続相談・休日相談の開催

①心配ごと相談

どこに相談して良いか分からないような日常生活の困りごとについて、心配ごと相談員が親

身に相談を受け、必要に応じ適切な専門機関へつないだ。

②法律相談

相続や家族関係、金銭問題、賠償問題など法律に関する相談に応じた。

　・開催回数 月1回（年12回）

　・相談件数 59件

　・相談員 富山県弁護士会　弁護士

③相続相談

相続に関する初歩的な手続き方法等について、司法書士から説明を受けられる相続相談を

実施した。

　・開催回数 月1回（年12回）

　・相談件数 21件

　・相談員 富山県司法書士会　司法書士

④【改】休日相談

平日の相談が難しい方の悩みや困りごとの相談を受けられるよう休日相談を実施した。

welcomeカフェと同時開催にしたことで、カフェ参加者からの相談も受けることができた。

　・開催回数 月1回（年12回）

　・相談件数 5件

　・相談員 社協職員

そ の 他 3件

計 14件

計 36日 12名

福　光 12日 4名

福　野 6日 0名

井　波 12日 7名

城　端

家族間トラブル 2件

6日 1名 土 地 ・ 境 界 1件

相談
内容

ケア
ネット

ボラン
ティア

居場所
生活
困窮

会場名
開設
日数

相談
者数

(延べ)

相談内容内訳

17件 8件 1件 10件 18件 119件

近 隣 ト ラ ブ ル 3件

13件 15件 37件

生 計 ・ 困 窮 3件

高 齢 ・ 介 護 1件

相 続 1件

生活福
祉資金

日常生活
自立支援

生活
相談

一般相談 計

・新規相談受付 119件



（３）心配ごと相談員研修の開催

12月17日

南砺市井波社会福祉センター　3階　大ホール

34名 心配ごと相談員7名、民生委員児童委員27名

講義・ロールプレイ

『「あなたに話してよかった」と言われる「聞き上手」の正体』

　　　～心配ごと相談員の役割、コミュニケーションでできること～

　富山短期大学　幼児教育学科　准教授　　明柴　聰史　氏

講師より「心配ごと相談員はパイプ役であり、解決しようと気負わなくて良い」と

の助言を受け、ロールプレイを通して、相談者自身の心も守る「聴く技術」を学ぶ

ことができた。参加者からは「不安が和らいだ。心が軽くなった」という声が多く

聞かれた。

　７　障害者社会参加事業 【市受託事業】

（１）障害者理解促進研修・啓発事業

疑似体験や講義を通して、障がい理解を深めるとともに、福祉に関する理解者や協力者を

増やすことを目的に開催した。

12月5日

南砺市井波社会福祉センター

18人

1）講義

講師　富山福祉短期大学 教授　鷹西　恒　氏

テーマ　「障がいのある人の地域福祉と福祉支援」

2）ドリンクサービス 協力　多機能型事業所　花椿かがやき

3）障がいのある方の疑似体験・ワーク

　　　身体障がい(上肢・下肢)、視覚障がい、聴覚障がい

4）障がい福祉に関するボランティア紹介

講演を通して、障がい特性の理解を深めるとともに自分たちにできる支援や必要な

配慮について考え、福祉意識の向上につながった。

（２）ドリンクサービス事業
①ドリンクサービス

地域のサロンや関係団体の会議において、市内の障がい者施設利用者と協力してコーヒー等

のドリンクを提供し、障がい者の社会参加の促進を図るとともに、地域住民への障がい者理

解を深めた。

　・開催回数 14回 　・協力者数（延べ） 63名

②マナーアップ講座

サービス時のマナーの振り返り・向上を目指し、今後の活動の励みとなるよう開催した。

10月24日

福祉作業所エルハート城端

5施設17名（当事者13名、職員4名）

コーヒーのいれ方、ドリンク提供時のマナーについて

　講師　総合カレッジＳＥＯ（せお）　瀬尾　三礼　 氏

おいしいコーヒーのいれ方やドリンクの出し方を学び、よりよいサービスの提供が

できるよう開催。また、事業所間の交流・情報交換の機会とした。

改めておいしいコーヒーのいれ方を学ぶことで、振り返りの機会となった。

クイズ形式での学びや実践を通して、丁寧にサービスの提供ができるよう参加者の

自信へとつながった。

会　場

参加者

内　容

成　果

開催日

会　場

参加者

内　容

成　果

開催日

開催日

場　所

参加者

内　容

成　果



　８　福祉入門事業 【市受託事業】

（１）手話奉仕員養成講習会［入門編］

※南砺市井波総合文化センター（代表企業㈱ホクタテ高岡支社）へ業務委託

5月16日～11月21日（金曜日　全24回）

南砺市井波総合文化センター

14名（内、修了者11名）

入門編と基礎編を隔年で実施しており、本年度は入門編を実施した。

手話によるコミュニケーションを学ぶことを通して、聴覚障がい者への理解を深
め、日常生活での活用を促す機会となった。

　９　地区社協助成事業
（１）【拡】地区福祉活動助成

社協会費と地域福祉振興積立金を活用し、福祉課題の解決に向けて取り組む事業と、継続的

に取り組むことを必要とする福祉事業に対して、31地域づくり協議会へ助成した。

ケアネット活動助成対象からふれあい型活動が除外されたことを受け、激変緩和措置として、

地区福祉活動助成事業において加算交付（単年度）を行った。

　助成総額 7,912,000円のうち、加算交付額 1,960,000円

　１０　ボランティア助成事業
（１）【拡】ボランティア活動団体へ助成

南砺市ふくし・ボランティア活動応援助成金として延べ16団体へ総額285,000円を助成した。

①地域を元気にする活動部門 13団体 ③つながる活動部門  1団体
②研修・交流部門  2団体

（２）市ボランティア連絡協議会へ助成

ボランティア活動助成金として300,000円を助成した。

　１１　各団体助成事業
（１）各種団体活動へ助成 （総額1,215,000円）

南砺市遺族会 738,000円 井波招魂社奉賛会 151,000円
南砺市遺族会福光支部 140,000円 南砺市シニアクラブ連合会 186,000円

　１２　高齢者交流サロン事業 【市受託事業】

（１）高齢者交流サロン事業

①ふれあいいきいきサロン「定期交流型」「運動中心型」への助成

地域の身近な場所で、参加者相互の交流により介護予防と健康増進を図ることを目的にサロ

ン活動を実施している団体へ助成し、継続的な運営支援を行った。

 
②サロン研修会の実施

サロンに取り組む団体を対象に、活動の一層の充実化を図ることを目的として開催した。

10月16日 ①10：00～　　②13：30～

南砺市地域包括ケアセンター（2階多目的研修室）

市内のサロン団体のお世話方　115名

レクリエーション研修

講師：医療法人社団　良俊会　ふくの若葉病院「体操で　健康な　体づくり」

③サロン活動者への支援

より充実した活動が行えるようサロン機材の貸出しや講師紹介を行った。

・サロン機材貸出件数 ・講師紹介 39件

5,740,800円

運動中心型 8団体 9団体 9団体 494回 5,139人 230,000円

R7年度 実施回数 参加延人数 助成総額

定期交流型 19団体 19団体 19団体 962回 13,880人

開催日

場　所

内　容

112件

参加者

参加者

内　容

成　果

R5年度 R6年度

開催日

会　場



　１３　高齢者生きがい対策事業 【市受託事業】

（１）スポーツ教室等委託事業

高齢者がスポーツを通して健康でいきいきとした生活を送れることを目的とし、各地域でス

ポーツ教室等を開催する団体に業務委託を行った。

マレットゴルフ 定例練習会・講習会・交流大会の開催

カラオケ教室 練習会の開催

ゲートボール 教室・講習会の開催、競技会への参加

ゲートボール

ペタンク

パークゴルフ

　１４　高齢者相談対策事業 【市受託事業】

（１）【強】生活支援コーディネーター活動事業

第2層生活支援コーディネーター5名を配置し、生活支援ニーズと既存の取り組みをつなぐ等

のコーディネート業務を行った。

≪地区福祉活動連絡会≫

南砺市井波社会福祉センター

50名　［内訳：地域42名　専門職8名］

ケアネットチーム員研修と合同開催。

1）地区・チーム内での情報共有について

2）地区福祉活動計画の作成について

専門職と地域の支援者が、お互いの思いや各地域の取り組みを知り、地域での課題

等を共有することができた。また、地域の課題や今後の取り組みについて、地区の

福祉活動計画に反映させる地区も見受けられた。

（２）高齢者の総合相談窓口業務、実態把握事業　

高齢者に関する相談ケースについて包括システムを活用し、関係機関と情報共有を図った。

また、高齢者の保健事業と介護予防の一体化的な実施のために、自宅訪問による高齢者実態

把握調査を実施した。

・相談件数 件

・実態把握調査件数 9 件

（３）兼務職員の人件費

成　果

80

開催日 11月7日

会　場

参加者

内　容

福光

練習会・講習会の開催、大会への参加 1,104人

練習会・研修会の開催、大会への参加 440人

練習会・講習会の開催、大会への参加 989人

参加者(延べ)

井波
225人

140人

福野 1,000人

地域 事業名 主な内容



　１５　ボランティアセンター運営事業
（１）ボランティアセンターの運営、センターの基盤強化

①ボランティアセンター運営委員会

南砺市井波社会福祉センター

9名

・令和6年度「夢叶えるサポーター」事業の報告および令和7年度事業計画

・ボランティア活動団体の紹介

・南砺市ふくし・ボランティア活動応援助成

・「ボランティアフェスティバル2025」について　意見交換

新規事業の「ボランティアフェスティバル2025」の開催に向け、イベントの進め方

について多角的な意見をいただく貴重な機会となり、そのノウハウを取り入れたイ

ベントの開催へとつながった。

②ボランティア相談支援業務

・ボランティア団体など活動者への相談受付、対応 延べ424件

・新規ボランティア希望者やボランティア募集希望の受付、対応 23件

③ボランティア登録業務

ボランティアコーディネート業務を円滑に行うため、ボランティア登録受付事務を行った。

　団体登録数（団体）

　団体登録人数（人） ※延べ数

　個人登録人数（人）

　登録人数合計（人）

④ボランティア活動保険加入普及業務 加入者数 名

⑤ボランティア情報発信業務
広報紙「なんとの福祉」やホームページ、SNS（ブログ・インスタグラム）での情報発信。

（２）福祉教育の推進、ボランティア活動参加の促進

①福祉教育の推進、他団体との連携

ふれあいキッズフェスタ

7月6日

じょうはな座

幼児や児童とその親、保護者等

会場内に福祉に関する「なぞ解き」コーナーを設置し、来場者がなぞ解きをしなが

ら福祉に触れた。また、寄付食品用コンテナボックスを設置し、寄付食品の周知を

行った。

福祉教育・ボランティア学習会（砺波市・小矢部市・南砺市社協合同）

6月23日

砺波まなび交流館　2階　研修室

3市内の学校教職員

南砺市9名

開催日

場　所

対　象

参加者

2,264

事業名

開催日

場　所

対　象

内　容

6 46 10 

福祉教育の推進のため、市内小・中学校（全15校）を訪問し「ふくし教育プログラム」の
事業説明、周知を行った。また、他団体の事業にも積極的に参加し福祉体験や当事者との交
流の機会を設けたことにより、幅広い年齢層の方に福祉に触れてもらうことができた。特に
子育て中の親世代の参加は他団体との連携によるところが大きく、今後とも他団体との連
携・協働を大切にしていきたい。

9 

3,747 3,547 3,498 3,568 

R7年度

111 102 99 97 

3,741 3,501 3,488 3,559 

内　容

成　果

R4年度 R5年度 R6年度

開催日 7月17日

会　場

参加者

事業名



社協から福祉教育の進め方、実際の児童・生徒の反応を事例に合わせて紹介した。

また、ワークとして実際に参加者がプログラムを作成した。

・社協のふくし教育プログラムの紹介と事例紹介

・福祉教育プログラム作成ワーク

　グループごとに意見交換し、グループの総意を全体発表。

ワークを通して、児童・生徒が福祉に関して理解を深めるためには、どのような

プログラムが効果的なのか、参加者自身が考える機会となった。

②福祉教育プログラムの実践

①6月3日　②9月4日

①…福野小学校　②…福光中部小学校

①6年生 114名　②6年生 55名

プログラム実施後に、実際にデイサービスや保育園等で高齢者の方や子どもと

関わるなど、福祉学習を行い、福祉に対する理解を深めることができた。

ふくし教育プログラム（地域版）

1回目：7月22日

2回目：10月14日

3回目：1月20日

東太美地域づくり協議会、地域の活動者

延べ75名

テーマ：高齢者の理解を深めよう

1回目：基本講座、フレイルチェック　

2回目：「認知症の方と地域で出会った時、どう関わればいいか」

　　　　ロールプレイ…認知症高齢者への対応

3回目：「相談窓口について」
　　　　ワーク…事例を用いて演習　

今後の活動につながる振り返りができたという回答がみられた。

（３）災害ボランティアセンターの基盤整備
①災害ボランティアセンター運営訓練の実施

11月30日

南砺市井波社会福祉センター

・災害時連携協定団体（砺波ライオンズクラブ、となみ青年会議所、南砺市）

・ボランティアセンター運営委員

・地域づくり協議会(2地区)　

・災害ボランティアに関心のある市民

・社会福祉協議会　職員

44名

社協や関係機関・団体、ボランティア、市民が協力しながら円滑にセンター運営が

進められるよう訓練を実施。従来の方法に加えて、ＱＲコードでの受付や、次年度

から導入する災害ボランティアセンター支援アプリを使っての報告などを体験。

富山県社会福祉協議会

地域福祉・ボランティア振興課　課長 　山崎　哲　氏

災害ボランティアセンター支援アプリの導入に向けて、どの場面でどのようにＩＣ

Ｔの活用が有効かを考える機会となった。

内　容

講　師

成　果

成　果
アンケート結果から、プログラムを通して、ケアネットチーム員の意識が向上した、

開催日

場　所

対　象

参加者

成　果

事業名

開催日

対　象

参　加

内　容

事業名 ふくし教育プログラム（学校版）

開催日

対　象

参加者

内　容

基本講座：ふくしってなぁに？
社協職員が、身の回りにある「ふくし」を紹介したり、自分たちができる「ふく
し」の活動について紹介した。ゲストティーチャーとしてボランティア活動者を
お呼びし、インタビュー形式で、ふくし活動の魅力を伝えた。

内　容

成　果



②災害時連携協定団体との情報交換

10月2日

南砺市井波社会福祉センター

災害時連携協定団体（となみ青年会議所、南砺市）

11名

災害対応における連携に関する懇談会の実施

・となみ青年会議所及び社協における災害時の対応について

・南砺市災害ボランティアセンター運営訓練について

初めての情報交換会だったため、お互いの活動を理解し、今後の連携について共有

することができた。

（４）ボランティア養成事業

①夢叶えるサポート養成事業

＜1回目＞8月29日

＜2回目＞12月20日、1月10日、1月17日

南砺市井波総合文化センター、さつき荘、ピアサポートあい

夢サポ対象者 1名（社協事業利用者）、支援者（夢サポ）5名

高齢や障がいなどの理由で、自分の力だけでは実現が難しい「願い」や「夢」を、

支援者と一緒に叶える事業を実施。

＜対象＞知的障がいのあるAさん「夢だった珈琲店を出店したい」

＜1回目＞

＜2回目＞

（５）ボランティア受入れ施設との連携強化

12月16日

小矢部市総合保健福祉センター

3市内の福祉施設、病院

26名（南砺10名、砺波7名、小矢部9名）

各市の活動者を招き、地域での実践事例発表を行い、地域と施設がつながるコツに

ついて理解を深めた。また、施設職員同士でのワークも行い、ボランティア受入れ

担当者としての悩みや、情報交換を行った。

（事例発表者）地域福祉コーディネーター（砺波市）

　　　　　　　多機能型事業所　花椿かがやき（南砺市）

施設職員とボランティアとの交流が深まり、施設でのボランティア受入れについて

理解が深まった。

成　果

開催日

会　場

対　象

参加者

内　容

　　　　　　　津沢地区民生委員・児童委員協議会会長（小矢部）

内　容

経　過
・

成　果

社協の居場所事業「縁の木」に参加の過程で、夢の実現に向けて聞き取りを行っ
た。
将来、就労を目指していることから、当会主催のボランティアフェスティバルにて
「マリーゴールド珈琲店」の出店と接客を体験。本人に馴染みのあるボランティア
がサポーターとして協力した。
お客様への配慮や言葉かけなど、自分のできることを考える機会となり、本人の就
労に向けての意識が高まった。

1回目の活動だけでは、就労に向けて次のステップを踏み出せずにいたため、イベン
ト時に2回目の珈琲店を出店した。福野高校福祉科の生徒がサポーターとして協力
し、当日までに3回の準備期間を設けた。また、これまでお世話になった人や家族へ
の招待状を作成し、感謝の気持ちを表した。
本人が自分の生き方を見つめ直し、この成功体験から自信を得ることができた一
方、サポーター自身もボランティア活動を深める機会となった。

参　加

内　容

成　果

開催日

場　所

参　加

開催日

場　所

対　象



（６）【新】ボランティアフェスティバル2025

8月29日

南砺市井波総合文化センター

南砺市ボランティアセンター登録団体、関係団体、ボランティア活動に興味のある方

一般来場者58名、出展者52名

1部）ステージ発表

計4グループ

2部）ボランティア体験ブース・パネル出展

計16グループ

つながるカード：ステージ鑑賞やブース体験を通してシールを集めて景品と交換。

 景品は花椿かがやきの自主製品、福光温泉の入浴券等。

活動者同士で日頃の活動の様子を共有し合い互いの活動意欲の向上につながった。

また、施設とボランティアのつながりのきっかけとなった。

　１６　ボランティアコーディネーター設置事業
（１）ボランティアコーディネーターの設置

ボランティアコーディネーターとして職員4名の人件費

成　果

開催日

会　場

対　象

参加者

内　容



　１７　児童生徒のボランティア活動普及推進事業
（１）児童・生徒のボランティア活動普及事業

市内の小学校、中学校、義務教育学校、高等学校及び総合支援学校の18校を推進校とし、体

験学習等の事業費を助成した。

　１８　共同募金一般募金配分事業
（１）広報紙の発行

広報紙「なんとの福祉」第212号（4月25日発行）〜217号（2月25日発行）の発行。

地域の取り組みや市社協事業の紹介、ボランティア情報の提供を行った。

（２）【拡】だれでもサロン支援事業

年齢や障がいの有無等に関わらず、地域の身近な場所でだれもが気軽に集える居場所づくり

を目的にサロンを実施している団体へ助成し、継続的な運営支援を行った。また、新規サロ

ン対象の助成金を受けた団体は3団体であった。

（３）welcomeカフェ

年齢や障がい、国籍等を問わず誰でも気軽に立ち寄り相談できる居場所づくりとしてカフェ

を開催。また、友好交流協会の行事に参加し広くPRを行った。参加者からの相談も増え、安

心できる居場所として定着し始めた。

サテライト　ボランティアルーム

毎月第2土曜日（13：30～16：00） (年12回)

延べ78名 実人数14名（うち新規4名）

（４）憩いのステーション縁の木

外出の機会が少ない方や地域との関係が希薄な方の日中の居場所として開催。参加者のペー

スで過ごせる居場所を提供し、社会参加のきっかけづくりを行うとともに、職員が常駐し悩

みを相談できる場所として開放した。また、運営のためのボランティアを受け入れた。

サテライト　ボランティアルーム

毎月第2・4　水曜日（10：30～14：30）　23回

延べ171名（利用者114名、ボランティア46名） 実人数13名 （うち新規1名）

（５）各種事業へ繰出し

障害者社会参加促進事業等へ繰出し

　１９　生活困窮者自立支援事業
（１）生活困窮者自立支援、家計改善支援事業　【市受託事業】

①生活困窮に関する相談対応、関係機関との連携支援

・相談対応件数（延べ）

・相談対応実人数

②家計改善支援事業

家計改善を必要としている要支援者に対し、家計再生に向けた課題の評価、分析、状況に応

じた支援計画を作成し、自立を支援した。

・家計に関する相談支援人数

・プランの作成

114件

29名

5名

4名

開催場所

開催日

参加者

開催場所

開催日

参加者

参加延人数

だれでも型 127団体 129団体 132団体 1,661回 20,583人

助成総額

3,041,000円

R5年度 R6年度 R7年度 実施回数



（２）生活困窮者支援給付事業

生活に困窮している世帯を対象に、安定した生活を送れるよう状況に応じて必要な金品を給

付し、相談支援を行った。また、関係機関と連携を図り、継続的な自立支援につなげた。

・給付に関する相談件数　延べ51件（実人数10名）

（３）職員1名（相談支援員として市へ派遣）の人件費

　２０　日常生活自立支援事業 【県社協受託事業】

（１）日常生活自立支援事業

高齢や障がい等により福祉サービスの利用手続きや日常的な金銭管理を自分ひとりの判断で

行うことに不安のある方に対して、生活支援員や専門員が定期的に訪問し日常生活上の様々

な手続きや金銭管理等の支援を行った。

①利用契約件数

認知症高齢者等

知的障がい者

精神障がい者

その他

②生活支援員登録・活動状況

③支援回数

新規利用相談

利用者の各種利用手続き支援（延べ）

ケース会議の開催（参加含む）

日常生活自立支援事業に関する問合せ

成年後見制度に関する問合せ

（２）ケース会議の開催

職員の担当ケースについて、情報共有や事業間連携を図るために開催。また、関係機関主催

のモニタリング面談や利用者と関係機関を交えたケース会議に参加し、よりよい支援方法を

検討するとともに職員の資質向上を図った。

15件

47件

27件

1件

0件

R5年度 R6年度 R7年度

支援回数（延べ） 942回 856回 895回

登録数 56名 49名 50名

うち活動者数 41名 36名 38名

0件 1件 1件

R5年度末 R6年度末 R7年度末

合　計 58件 52件 51件 5件 4件

1件

6件 6件 6件 0件

11件 11件 10件 1件 1件

1件

26件 26件 28件 2件

15件 9件 7件 2件 3件

R5年度末 R6年度末 R7年度末 新規
解約

本人希望 後見人等 死去 転出



（３）南砺市生活支援員登録者研修会の開催

市内の生活支援員登録者を対象に、利用者理解及び対人援助技術の向上、生活支援員相互の

情報交換・交流を図ることを目的として開催。

南砺市井波社会福祉センター

生活支援員　18名

講師　社会福祉法人　富山県社会福祉協議会　地域福祉部　地域福祉課

ボランティア振興課　権利擁護担当

主任　今市　佳代　氏

1）講義　「日常生活自立支援事業における利用者支援について」

　　　　　「記録のポイント」

2）演習　「寸劇、記録の実践、講評」

3) ドリンクサービス・意見交換

（４）職員4名（専門員）の人件費

　２１　生活福祉資金貸付事務事業 【県社協受託事業】

（１）県社協生活福祉資金の貸付事務

生活困窮世帯、低所得世帯、障がい者または高齢者の属する世帯に対し、資金の貸付手続き

と、自立のために必要な相談支援を行った。

①資金貸付相談

生活困窮者自立相談支援事業、生活困窮者支援給付事業等と連携し対応した。また、生活費

以外の相談については、他制度へつなげた。

・相談件数 延べ81件（うち、新規相談実人数18人）

②生活福祉資金貸付事業

・貸付中件数（R8.3月末 ）

生活支援費

住宅入居費

一時生活再建費

福祉資金

教育支援資金

緊急小口資金 ※災害特例含む

離職者支援資金

③償還指導・督促状況

・借受人および連帯借受人、連帯保証人への督促・残額通知の送付（3ヶ月毎）

・生活状況の確認や償還を促すための電話連絡・面談

5件 0件 0件合　計 28件 26件 22件 1件 0件

1件 1件 1件

8件 9件 9件 1件 1件

12件 12件 10件 2件

0件 0件 0件

1件

2件 1件 1件

終了

償還完了 免除 転出

総合支援
資金

3件 2件 1件

資金名 R5年度 R6年度 R7年度 新規 転入

1件

2件 1件 0件

会　場

参加者

内　容

成　果 講義、寸劇をふまえて記録の仕方を改めて学ぶことができて良かったという声
があった。また、意見交換の場では長く活動している方、まだ活動が始まって
いない方含めて和気あいあいと交流していただくことができた。

開催日 6月30日



（２）緊急小口資金等の特例貸付の償還事務 ※貸付はR4年9月末を以て終了

・貸付中件数（コロナ特例貸付　R8.3月末 ）

（３）兼務職員の人件費

　２２　小口資金貸付事業
（１）市生活支援資金貸付事業償還事務 ※貸付はH30年度末を以て終了

①生活支援資金の償還状況

・利用契約件数 1件

・償還残高 36,000円（1件）

②償還指導・督促状況

・6か月以上償還のない借受人に対する督促状の送付 2件

・借受人、連帯保証人に対する状況確認書・償還計画変更届の送付 2件

・生活状況の確認や償還を促すための電話連絡や訪問等 4件

合　計 199件 134件 102件 88件

緊急小口資金 137件 91件 62件 50件

総合支援資金（延長、再貸付含む） 62件 43件 40件 38件

資金名 R4年度末 R5年度末 R6年度末 R7年度末



３　福祉センター等運営部門

　２３  福野老人福祉センター運営事業
（１）福野老人福祉センター「さつき荘」の運営

入浴施設を有する高齢者の憩いと健康増進を図る場として管理運営

①開館日数 245 日（内、入浴可能日　148日） 利用者数 3,563人

 ※入浴日は火・木・土（入浴日週3日）、　臨時休館3日（5月に2日、7月に1日）あり

※9月15日（月）の敬老の日は「お客様感謝ＤＡＹ」として特別営業実施

②利用実績 （単位：人、円）

（２）利用促進のための取組み

・自主事業として「カラオケの日」「体操の日」「囲碁の日」「脳トレの日」を継続した。

（３）主な修繕（10万円以上）

・コミュニティ会館玄関　誘導灯取替 201,080円

（４）固定資産取得支出（10万円以上）

・ボランティアルーム　エアコン設置（2台） 566,500円

（５）更新及び取得した主な設備・備品（10万円未満）

・男子浴室除湿器購入 31,680円

・コクヨ　罫引ホワイトボード購入 39,600円

・業務用掃除機購入 47,080円

（６）職員2名の人件費

施設長1名、施設管理員1名、清掃員1名

1日平均利用者数（人） 14.3 14.3 14.1 13.9 14.5

35,862

1,098,400 1,039,150 1,111,200 1,185,950

19,756 27,577 26,050 25,522
その他収入

（自動販売機設置手数料等）

122,000

合計
人数 3,240 3,471 3,461 3,426 3,563

金額 998,200

カラオケ 金額 37,600 66,700 72,700 97,800

68

金額 6,300 9,600 14,550 21,000 11,950
減免

人数 60 64 295 140

金額 1,200 0 30,300 26,400 14,000
60歳未満

人数 3 0 94 66

203 211

金額 118,200 63,600 51,600 60,900 63,300

35

人数 2,783 3,195 2,900

お出かけ支援券
人数 394 212 172

開館日数（日） 226 242 245 247 245 

区　分 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

3,017 3,249

金額 834,900 958,500 870,000 905,100 974,700

利
 
用

60歳以上
・障害者



　２４　福光老人福祉センター運営事業
（１）福光老人福祉センター「福光温泉」の運営

温泉施設を有する高齢者の憩いと健康増進を図る場として管理運営

①開館日数 289 日 利用者数 人

※荒天（大雪等）による臨時休館４日（1月）及び時短営業１日（２月）あり

※9月15日（月）の敬老の日は「お客様感謝ＤＡＹ」として特別営業実施

②利用実績 （単位：円、人）

（２）利用促進のための取組み
・天然温泉であることの魅力を生かし幅広い世代の利用促進を図るため、広告媒体を積極的に
　活用した。（日帰り温泉紹介雑誌などへの掲載と半額キャンペーンへの参画等）
・割引率の高い回数券の利用をPRし、集客に努めた。

（３）主な修繕（10万円以上）
・女子トイレウォシュレット取替修繕 220,000円
・給湯ボイラー修繕 135,795円
・内壁ひび割れ補修工事 105,600円

（４）固定資産取得支出（10万円以上）

なし

（５）更新及び取得した主な設備・備品（10万円未満）
なし

（６）職員3名の人件費
施設長1名、施設管理・清掃員2名

1日平均利用者数（人） 60.4 57.8 61.4 57.6 65.2

 フロント販売、自販機 609,490 745,510 808,680

18,836

金額 8,038,700 8,018,650 8,678,600 8,037,600 8,740,850
小計

人数 17,213 17,051 16,837 16,694

 回数券
人数 7,425 7,914 8,840 9,913

245

金額 57,600 139,650 81,200 82,000 58,600
 休憩料

人数 159 396 235 232

746,300 325,800 306,000

10,532

金額 3,137,500 3,385,000 4,284,500 4,080,000 4,450,000

5,695 7,284

金額 3,199,100 3,562,500 3,566,600 3,549,800 3,926,250

利
　
用

 一般入浴
人数 6,499 7,274 6,629

お出かけ支援券
人数 3,289 1,863 1,368 1,086 1,020

金額 1,644,500 931,500

開館日数(日） 285 295 274 290 289 

18,836

区　分 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

814,189 915,965



　２５　井波社会福祉センター運営事業
（１）井波社会福祉センターの運営

各種団体の集会場・趣味の場として管理運営

①開館日数 293 日 利用者数 人
 ※利用申請のない日→平日17:15閉館、土日休館(但し申請があれば利用時間のみ開館)
 ※令和4年7月1日から相談室、ボランティア室は社協職員事務所となっている。

②利用実績 （単位：件、人、円）

1F

1F

1F

2F

2F

2F

3F

3F

（２）利用促進のための取組み

・利用者からの強い要望により、大型スクリーンを購入した。(簡易組立タイプ)

・自主事業「若年層の居場所づくり」として国際交流イベントを2回実施した。

・町の活性化のため、NPO法人、井波八幡宮等地元団体の利用を積極的に受け入れた。

（３）主な修繕（10万円以上）

・防火扉危害防止装置の調整(定期点検報告の要是正箇所)

・2階研修室空調機修繕

・昇降機修繕・防犯カメラ交換
　

231,000円

121,000円

660,000円

1日平均利用者数（人） 32.3 32.2 32.2 30.2 28.2

8,272

金額 960,920 1,051,870 1,120,555 983,185 886,915

合計 人数 8,980 10,100 10,160 9,380

件数 859 924 948 875 800

2,192

金額 161,375 224,240 271,935 236,960 193,195

大ホール 人数 1,816 2,303 2,392 2,227

件数 83 117 125 118 104

853

金額 41,775 63,275 69,765 53,425 46,965

会 議 室 人数 350 762 1,009 756

件数 56 124 149 132 129

ボランティア室 人数 488 88

金額 0 0

件数 76 13

1,640

金額 272,160 281,990 259,395 224,095 234,360

児童文化室 人数 1,812 2,255 1,899 1,835

件数 199 226 189 160 165

967

金額 167,545 164,875 188,490 144,250 106,750

研 修 室 人数 2,046 2,050 2,115 1,930

件数 108 102 109 84 54

2,014

金額 254,385 272,530 274,630 268,275 252,645

娯 楽 室 人数 1,860 2,117 2,103 1,966

件数 224 247 263 262 227

相 談 室 人数 117 11

金額 10,960 0

件数 29 2

605

金額 52,720 44,960 56,340 56,180 53,000

談 話 室 人数 491 514 642 666

件数 84 93 113 119 121

開館日数（日） 278 314 316 311 293 

8,272

区　分 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度



（４）固定資産取得支出（10万円以上）

・L2スイッチ更新

（５）更新及び取得した主な設備・備品（10万円未満）
・石油ファンヒーター　×　2台

（６）職員3名の人件費

施設長1名、施設管理員1名、館内清掃員1名

　２６　井口社会福祉センター運営事業
（１）井口社会福祉センターの運営  ※管理は井口地域づくり協議会に委託

各種団体の集会場・趣味の場として管理運営

①開館日数 280 日 利用者数 人

 ※基本的に平日のみ開館。予約により土日祝日の対応をしている。

 ※利用申請のない日は17時30分で閉館。

②利用実績 （単位：人、円）

1F

1F

1F

1F

1F

1F

2F

2F

2F

2F

2F

（２）利用促進のための取組み

・井口地域づくり協議会主催による「みんなでわくわく体験活動」では、「やさしいヨガ」を

　23回、「クラフトバンド」を3回、「レーザークラフト」を2回、「男の料理教室」を3回、

　「親子でお菓子作り」を1回開催した。

　地域教育推進活動として、講師を招いて「井口地域のお宝Ⅳ」を2回企画、開催した。

1日平均利用者数（人） 64.7 63.3 27.6 25.3 23.6

6,606

金額 1,007,540 995,780 512,570 540,830 488,750
総合計

人数 15,727 16,714 7,566 6,979

0

金額 126,800 123,200 0 50,460 0
児童室

人数 3,556 3,523 0 92

358

金額 55,640 57,040 49,720 46,500 44,440
会議室

人数 369 574 553 509

1

金額 6,400 6,960 0 640 960
ワークルーム室

人数 156 229 0 5

180

金額 187,320 181,080 2,880 2,880 1,920
小ホール

人数 3,714 3,749 180 176

1,246

金額 335,820 332,960 109,320 100,040 100,840
大ホール

人数 4,668 4,919 1,515 1,330

83

金額 0 720 2,850 9,750 11,550
調理室

人数 0 14 100 84

988

金額 46,800 69,780 69,810 100,380 91,620
ボランティア室

人数 562 871 1,036 1,097

1,040

金額 133,410 112,950 132,210 82,380 74,520
サロン室

人数 1,140 1,234 1,554 1,093

685

金額 26,740 26,900 28,500 25,260 28,140
面接休養室

人数 574 497 676 598

1,288

金額 75,620 67,720 82,540 83,000 87,120
談話室

人数 777 803 1,328 1,344

737

金額 12,990 16,470 34,740 39,540 47,640
集会室

人数 211 301 624 651

R6年度 R7年度

開館日数（日） 243 264 274 276 280 

6,606

区　分 R3年度 R4年度 R5年度

141,350円

69,520円 (2台分)



（３）主な修繕（10万円以上）

・外部階段塗装工事(定期点検報告の要是正箇所)

（４）固定資産取得支出（10万円以上）

・調理室空調機更新

・ＡＥＤ購入　　1台

（５）更新及び取得した主な設備・備品（10万円未満） なし

　２７　すぱーく福野運営事業
（１）屋内ゲートボール場「すぱーく福野」の運営

高齢者の生きがいづくりと健康増進の場として管理運営

 ※管理は福野ゲートボール協会に委託

①開館日数 354 日 利用者数 人

 ※利用申請のない日は17時30分で閉館。

②利用実績 （単位：人、円）

（２）利用促進のための取組み

・ゲートボール協会から市内外のゲートボール団体へ利用ＰＲした。

・地域の催し(子供夜高太鼓練習、保育園の遠足等）に利用した。

（３）主な修繕（10万円以上）　　

・火災報知器受信機の修繕 704,000円

（４）固定資産取得支出（10万円以上）　　 なし

（５）更新及び取得した主な設備、備品（10万円未満） なし

28,862

0 0 0

金額 0 0 0 0 0

1日平均利用者数（人） 14.1 12.4 13.1 11.4 9.3

550,400 483,500 547,700 507,100 441,200
小計

人数 4,654 4,445 4,707 4,101 3,297

その他収入
（自販機手数料等）

18,656 19,735 27,217 23,078

金額

56

金額 19,000 39,000 77,000 97,000 111,500
コート利用

件数 19 23 46 39

410,100 329,700

利
　
用

100円
人数 4,654 4,445 4,707

150円
（18:00～）

人数 0 0

4,101 3,297

金額 465,400 444,500 470,700

R7年度

開館日数（日） 331 359 359 359 354 

1,034,000円

1,188,000円

286,000円

3,297

区　分 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度



４　介護保険等サービス部門

　２８　ホームヘルプ事業 【市指定管理】

（１）五箇山ホームヘルプステーションの運営

市指定管理施設として管理運営

事業所名 南砺市五箇山ホームヘルプステーション（平出張所含む）

事業所種類 訪問介護事業

介護予防・日常生活支援総合事業第1号訪問事業

指定管理期間 令和6年4月1日～令和11年3月31日（2/5年目）

①開所日数 267 日

②利用状況 （単位：人、円）

（２）主な修繕（10万円以上）

ミライース（9065）車検・修繕 円

ミライース（9064）車検 円

（３）固定資産取得支出（10万円以上） なし

（４）更新及び取得した主な設備・備品（10万円未満）

・事務室用冷凍冷蔵庫

（５）職員2名の人件費

　２９　デイサービスセンター運営事業 【市指定管理】

（１）平、上平、利賀デイサービスセンターの運営

市指定管理施設として管理運営

事業所名 南砺市平デイサービスセンター

南砺市上平デイサービスセンター

南砺市利賀デイサービスセンター

事業所種類 地域密着型通所介護事業

介護予防・日常生活支援総合事業第1号通所事業

基準該当障害福祉サービス事業

指定管理期間 令和6年4月1日～令和11年3月31日（2/5年目）

①開所日数 平デイ 242 日

上平デイ 240 日

利賀デイ 242 日

1720

56,900円

269 243 243

1.6

R7年度

1.9

※6月10日(火)、6月11日(水)ボイラー修理のため休館

延利用人数 1,3411,797

R3年度

19

R4年度

1,3181,339

5.5

1.6平均介護度 1.9

21

5.4

平均実利用者数/月

R6年度

243

1,417

5.8

20

1.6

6,100,530

R5年度

開所日数（日） 267

介護事業収入 5,773,4288,198,050 6,033,523 5,711,680

延利用平均人数/日 5.06.7

225,456

122,826



②利用状況

平デイ （単位：人、円）

上平デイ （単位：人、円）

利賀デイ （単位：人、円）

③運営推進会議の開催

利用者家族、地域住民の代表者等に提供しているサービス内容を明らかにするこ

とにより、サービスの質の確保を図ること等を目的として義務付けられ、各地域

密着型デイサービス事業所が開催するもの。（年2回）

・利用状況の報告（利用者数、利用者の平均要介護度等）

・活動状況の報告（行事開催状況、地域との交流状況、ボランティア受入等）

・施設運営管理状況の報告（修繕状況、ヒヤリハットの報告等）

・意見交換

① ① ①

② ② ②

① 7名 ① 7名 ① 7名

② 7名 ② 4名 ② 6名

開催日

利用平均人数/日 6.4 6.6

1.51.4 1.4 1.4

6.9

参加者

18

介護事業収入

3月18日

10月3日

3月23日

概　要

内　容

平均実利用者数/月 23 22 23

18 18

開所日数 242 238 243

延利用人数 2,020 1,938 2,201

定員

8.1 9.1利用平均人数/日

R7年度

8.3

20,688,380

R5年度

18,941,030 18,180,903

2,423

R4年度

2,381

243

18

242

2.0

18

R3年度

2,165

8.9

22

2.0

2,212

9.1

242

18

242

1.8

18

20,275,832

10.0

18

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

9月30日

3月23日

平均介護度

10月21日

上平デイ

平均介護度

利賀デイ平デイ

15,397,68013,365,160

平均実利用者数/月 18 16

平均実利用者数/月 27

1.5

28

介護事業収入

9.8

2.0

242242

定員 1010

27

R3年度

18

2,269

9.4

R6年度

19

1.4

14,337,70013,791,313

R6年度

19

14,098,117

1,679

介護事業収入
(障害福祉ｻｰﾋﾞｽ事業収入含む)

R5年度

延利用人数

R7年度

1,558

20,553,018 21,023,190

242

開所日数 243

定員

利用平均人数/日

延利用人数

6.7

平均介護度

243

10

1,537

開所日数

10

1,618

6.4

1.51.5

243

10

1,600

R4年度

21,119,104 19,745,764

1.9

242

18

2,439

10.1

25

2.2

25,072,130

R7年度

240

18

2,223

9.3

24

1.5

20,540,470

27



（２）主な修繕（10万円以上）

・平デイ 女子脱衣室換気扇取替修繕

浴室タイル修繕

非常用自家発電設備冷却水ﾋｰﾀｰ修繕

車庫電動シャッター修繕

機械室内ボイラー配管保温材修繕

・利賀デイ

パネルヒーター修繕

暖房用循環ポンプ取替修繕

（３）固定資産取得支出（10万円以上）

・平デイ Ｌ２スイッチ更新

・上平デイ Ｌ２スイッチ更新

（４）更新及び取得した主な設備・備品（10万円未満） なし

（５）職員19名の人件費

管理者3名、生活相談員3名、看護師2名、介護士・介護員8名、調理員3名

　３０　生活支援ハウス運営事業 【市指定管理】

（１）生活支援ハウスの運営

市指定管理施設として管理運営

事業所名 南砺市平生活支援ハウス

指定管理期間 令和6年4月1日～令和11年3月31日（2/5年目）

①利用状況 （単位：人、円）

※入居の申請及び判定は南砺市において行う。

（２）主な修繕（10万円以上）

（３）固定資産取得支出（10万円以上）
・宿直室壁掛けｴｱｺﾝ取付

（４）更新及び取得した主な設備・備品（10万円未満） なし

（５）職員の人件費
兼務職員1名、宿日直1名

151,800円

124,300円

168,300円

利用料収入 737,176 515,891 238,855 231,341

平均実利用者数/月 5 4 2 1

12

R6年度

定員 12 12 12

R3年度 R4年度 R5年度 R7年度

12

106,150円

106,150円

240,056

1

275,000円

バリアフリートイレ便座修繕

283,800円

192,500円

243,650円

299,750円

なし

181,500円


